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「100 年継続する企業をめざして」 
誇りと責任を持って安心と快適をお届けします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         https://www.nikoh-sng.co.jp 
 

■本  社 〒163-0669 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 36 階 
TEL:03-3344-5711（代表）／FAX:03-3344-5986 

■支  社 東京・神奈川・関東・北海道・新潟・上信・東海・関西・九州 
■営 業 所 札幌・釧路・旭川・帯広・函館・新潟・⾧岡・柏崎・上越・糸魚川・苗場・⾧野・松本 
      ・高崎・さいたま・名古屋・大阪・神戸・福岡・佐世保 
■業務内容 施設運営事業（総合ビルメンテナンス業［設備・清掃・警備］・建物修繕・建物包括診断 

・ホテル客室整備・マンション管理）／プロパティマネジメント事業／介護事業 
■関連会社 二幸ホールディングス株式会社・株式会社アセント・富士防災警備株式会社 

・糸魚川二幸株式会社 
 

 
                        http://hotel-ascent.jp/ 
 

■ホテル アセントイン札幌 北海道札幌市白石区東札幌 3 条 2 丁目 1-3 TEL 011-820-2800 
■ホテル ハミルトン札幌 北海道札幌市中央区南 1 条西 15 丁目 1-238 TEL 011-632-0080 
■ホテル フロンティアいわき 福島県いわき市平字大工町 10-6 TEL 0246-25-1117 
■ホテル アセント浜松 静岡県浜松市中区砂山町 353-1 TEL 053-454-0330 
■ホテル アセントプラザ浜松 静岡県浜松市中区板屋町 2-109 TEL 053-453-2500 
■ホテル サウスガーデン浜松 静岡県浜松市中区砂山町 325-30 TEL 053-451-1800 
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大倉 喜八郎
（実業家・東京新潟県人会　初代会長）

大倉  喜八郎（おおくら・きはちろう 1837 ～ 1928）氏は、天保８年９月 24 日、現・
新潟県新発田市出身。曾祖父の代より商いをはじめ祖父の代より藩主への拝謁を
許されるほどの家柄となる。家業を手伝いながら漢籍を学ぶ。鰹節店、鉄砲店な
どの見習いを経て、鉄砲商店を開業するとそののち官軍御用達となり、台湾出兵、
西南戦争、日露戦争などで御用達商人として活躍する。その後は実業家として貿
易、化学、製造分野、大成建設などの企業、大倉商業学校（現・東京経済大学）
設立に携わる。他にも渋沢栄一らとともに鹿鳴館、帝国ホテルなどを設立。明治
13 年（1880 年）東京新潟県人会の元となる北越親睦会を結成、明治 43 年（1910 年） 
東京新潟県人会設立、初代会長に就任。昭和３年４月 22 日逝去。享年 92 歳。

◎表紙◎

『「市民の森」の桜』
（見附市）

撮影者：見附市広報

市街地から北東へ約 2kmと近い
距離にある里山で、春の桜、夏の昆
虫、秋の草花など、一年を通じて楽
しむことができます。東西に伸び
る遊歩道は程よく整備されており、
自然散策にも最適です。「市民オー

ナー制」により約400本の桜が市民
の手によって植えられ、市民団体に
よる管理・保全の取り組みは全国で
も高く評価されました。毎年 4月
に開催する観桜会の頃には、市内外
から多くの花見客が訪れています。

東京新潟県人会［歴代会長］紹介
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層
に
あ
る
レ
ア
ア
ー
ス
泥
を
採
る

た
め
の
機
器
類
の
作
動
確
認
試
験

に
挑
戦
し
、
レ
ア
ア
ー
ス
泥
を
連

続
的
に
船
上
に
揚
げ
る
試
験
を
世

界
で
初
め
て
成
功
さ
せ
た
。

　

暗
黒
の
海
底
を
照
ら
す
海
中
ロ

ボ
ッ
ト
Ｒ
Ｏ
Ｖ
の
4K
カ
メ
ラ
の
映

像
に
は
、
採
鉱
機
器
の
側
を
深
海

魚
が
悠
々
と
泳
ぐ
姿
が
映
し
出
さ

れ
、
こ
の
採
鉱
方
式
が
深
海
生
態

系
を
壊
さ
ず
に
資
源
を
得
る
証
明

と
な
っ
て
い
る
。

◆
新
潟
・
岩
船
沖
で
の

　

海
中
ロ
ボ
ッ
ト
の
威
力

　

更
に
６
０
０
０
ｍ
の
深
海
作
業

で
の
自
律
型
無
人
探
査
機
（
Ａ
Ｕ

Ｖ
）
で
あ
る
海
中
ロ
ボ
ッ
ト
「
し

ん
り
ゅ
う
６
０
０
０
」
は
、
既
に

２
０
２
４
年
に
新
潟
の
東
港
周
辺

の
水
深
40
ｍ
の
海
底
下
に
埋
設
さ

れ
て
い
る
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

埋
設
状
況
調
査
に
成
功
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
点
検
調
査
に
海
中
ロ

ボ
ッ
ト
Ａ
Ｕ
Ｖ
が
使
わ
れ
る
と
、

海
洋
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
コ
ス
ト
を

劇
的
に
下
げ
、
調
査
効
率
を
高
め

る
事
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
４
年
の
能
登

半
島
地
震
に
伴
い
富
山
湾
の
大
規

模
な
湾
内
崩
壊
が
発
生
し
、
約
３

０
０
ｍ
に
生
息
す
る
白
エ
ビ
や
１

０
０
０
ｍ
の
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の

生
態
調
査
を
富
山
県
か
ら
緊
急
依

頼
さ
れ
、
海
底
設
置
型
観
測
装
置

「
江
戸
っ
子
１
号
」
や
海
中
ロ
ボ
ッ

◆
深
海
の
至
宝
が
拓
く
、

　

日
本
の
新
た
な
未
来

　

２
０
２
６
年
２
月
11
日
（
祝
）、

東
京
新
潟
県
人
会
に
よ
る
「
第
38

回 

文
化
講
演
会 

海
洋
へ
の
期
待
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
と
な
っ
た
ホ
ー
ル
に
は
、
日
本

の
未
来
を
左
右
す
る
海
洋
資
源
開

発
の
最
前
線
を
知
ろ
う
と
、
多
く

の
会
員
の
皆
様
が
詰
め
か
け
、
開

演
前
か
ら
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
内
閣
府
の
「
戦
略
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）」
に
お
い
て
、「
海

洋
安
全
保
障
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

構
築
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
総
指
揮
を

執
る
石
井
正
一
氏
で
す
。

　
「
東
京
か
ら
約
１
９
５
０
キ
ロ

離
れ
た
、
日
本
最
東
端
に
位
置
す

る
三
角
形
の
島
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
」
と
の
冒
頭
の
説
明
か
ら
始

ま
り
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
た
の
は
、
絶
海
の
孤
島
・
南
鳥

島
で
し
た
。
昭
和
43
年
に
米
国
か

ら
返
還
さ
れ
る
ま
で
は
「
マ
ー
カ

ス
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
小

さ
な
島
の
周
辺
海
域
の
深
海
６
０

０
０
ｍ
に
、
日
本
そ
し
て
世
界
の

先
端
産
業
に
必
須
と
さ
れ
る
レ
ア

ア
ー
ス
が
存
在
し
、
こ
の
海
洋
鉱

物
資
源
を
採
る
世
界
初
の
技
術
の

実
証
に
成
功
し
た
衝
撃
的
な
フ

レ
ー
ズ
か
ら
、
約
２
時
間
に
わ
た

る
熱
の
こ
も
っ
た
講
演
が
始
ま
り

ま
し
た
。

［
講
演
概
要
］

◆
先
端
産
業
を
支
え
る

　

レ
ア
ア
ー
ス
の
危
機
と
希
望

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
な
ど
の
強
力
な
モ
ー

タ
ー
、
風
力
発
電
の
巨
大
な
タ
ー

ビ
ン
、
精
密
な
医
療
機
器
や
最
先

端
の
防
衛
装
備
品
な
ど
に
欠
か
せ

な
い
「
レ
ア
ア
ー
ス
（
希
土
類
元

素
）」
の
重
要
性
は
、
少
量
の
添
加

で
高
温
で
も
磁
力
を
落
と
さ
な
い

産
業
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
と
し
て
の
役

割
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
供
給
は
特
定
の

国
か
ら
の
輸
入
に
60
％
も
依
存
し

て
い
る
現
状
で
、
一
日
も
早
い
供

給
源
の
多
様
化
、
多
角
化
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
調
達
源
の
一

つ
と
し
て
南
鳥
島
の
レ
ア
ア
ー
ス

泥
が
あ
る
。

　

南
鳥
島
の
排
他
的
経
済
水
域

（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
の
水
深
約
６
０
０
０

メ
ー
ト
ル
の
海
底
下
の
層
に
眠
る

レ
ア
ア
ー
ス
泥
は
、
陸
上
の
レ
ア

ア
ー
ス
鉱
石
が
含
有
す
る
放
射
性

物
質
や
有
毒
物
質
を
全
く
検
出
せ

ず
、
ハ
イ
テ
ク
製
品
の
高
性
能
化

に
極
め
て
重
要
な
レ
ア
ア
ー
ス
を

含
有
し
て
い
る
奇
跡
の
資
源
で
あ

る
。

◆
水
深
６
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の

　

極
限
に
挑
む
日
本
の
底
力

　

し
か
し
な
が
ら
、
資
源
が
存
在

し
て
も
、
技
術
的
に
取
り
出
す
技

術
が
な
い
と
資
源
と
は
言
え
な
い
。

そ
の
た
め
２
０
１
８
年
か
ら
７
年

も
掛
け
て
水
深
６
０
０
０
ｍ
の
海

底
下
か
ら
船
上
に
固
体
の
泥
を
連

続
的
に
揚
げ
る
技
術
の
開
発
に
乗

り
出
し
た
。
１
㎠
に
か
か
る
圧
力

は
６
０
０
㎏
。
深
海
か
ら
６
０
０

０
ｍ
の
船
上
に
揚
泥
す
る
た
め
に

は
、
海
外
の
海
洋
石
油
・
天
然
ガ

ス
の
掘
削
技
術
を
応
用
し
た
閉
鎖

型
揚
泥
方
式
を
採
用
し
て
、
先
ず

は
２
０
２
２
年
８
月
、
茨
城
県
沖

の
３
０
０
０
ｍ
の
試
験
を
成
功
さ

せ
た
。
こ
の
実
績
を
ベ
ー
ス
に
こ

の
度
５
５
６
９
ｍ
の
海
底
下
の
地

講師：石井 正一 氏 （内閣府SIP海洋プログラムディレクター）

主催：（一財）東京新潟県人会館/東京新潟県人会（企画：文化委員会）
日時：令和８年２月11日（水祝） 14：00 ～ 16：00
会場：東京新潟県人会館 ２階ホール　　　　　

「海洋への期待」～日本のレアアース資源確保への挑戦～
第 38 回 文化講演会
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＊
（
感
想
）
未
来
へ
繋
ぐ
「
海

洋
国
家
・
日
本
」
の
誇
り

　

石
井
氏
の
講
演
で
の
巨
大
な

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
動
か
す

原
動
力
が
新
潟
で
育
っ
た
豪
雪

に
鍛
え
ら
れ
た
新
潟
県
人
と
し

て
の
忍
耐
強
さ
や
春
を
待
つ
心

で
あ
る
と
話
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
締

め
ら
れ
た
本
講
演
は
、
１
９
５

０
キ
ロ
も
離
れ
た
太
平
洋
で
約

１
ヶ
月
以
上
に
わ
た
り
孤
独
な

作
業
を
強
い
ら
れ
た
地
球
深
度

掘
削
船
「
ち
き
ゅ
う
」
か
ら
届

い
た
世
界
初
の
成
功
の
ニ
ュ
ー
ス

と
共
に
、
参
加
し
た
県
人
会
の

大
勢
の
皆
様
に
深
い
感
銘
を
刻

み
ま
し
た
。

　

来
年
の
試
験
は
、
日
本
の
海

洋
開
発
で
の
新
し
い
地
図
を
描

く
事
で
あ
り
、
日
本
の
海
洋
産

業
へ
の
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
作
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、
そ
の
大

き
な
第
一
歩
を
私
た
ち
に
触
れ

さ
せ
て
戴
い
た
極
め
て
有
意
義

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
広
報
委
員
：
そ
の
江
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

講
師
：
石
井　

正
一 

氏

内
閣
府
Ｓ
Ｉ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

１
９
４
９
年　

出
雲
崎
町
生
ま
れ

１
９
７
３
年　

新
潟
大
学
人
文

学
部　

経
済
学
科
卒
業

同　

年　

石
油
資
源
開
発（
株
）

　

入
社

２
０
０
６
年　

常
務
取
締
役

　

長
岡
鉱
業
所
長

２
０
１
４
年　

代
表
取
締
役
副

社
長　

相
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
部
長

現　

在

　

日
本
Ｃ
Ｃ
Ｓ
調
査（
株
）他
顧
問

　

東
京
良
寛
会
会
長

　

全
国
良
寛
会
副
会
長

　

東
京
新
潟
県
人
会
常
務
理
事

　
（
一
財
）
東
京
新
潟
県
人
会
館

　
　

評
議
員

［
内
閣
府
］
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）

２
０
１
６
年
～
２
０
１
９
年

　

�

第
１
期
「
次
世
代
海
洋
資
源

調
査
技
術
」
PD
代
行

２
０
１
８
年
～
２
０
２
３
年

　

�

第
２
期
「
革
新
的
深
海
資
源

調
査
技
術
」
PD

２
０
２
３
年
～
現
在

　

�

第
３
期
「
海
洋
安
全
保
障
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」
PD

で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

ま
さ
に
世
界
第
６
位
の
海
洋
国

家
で
あ
る
日
本
が
、
南
鳥
島
や
周

辺
海
域
の
利
活
用
を
ベ
ー
ス
に
、

深
海
産
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
る

べ
き
で
あ
る
と
力
説
さ
れ
て
い
た
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
世

界
の
最
新
研
究
で
あ
る
。

　

南
鳥
島
周
辺
の
広
大
な
Ｅ
Ｅ
Ｚ

海
域
は
、
海
洋
鉱
物
資
源
の
レ
ア

ア
ー
ス
泥
資
源
や

CO2
貯
留
と
い
う

点
で
も
、
日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド

ト
を
投
入
し
た
調
査
を
、
関
係
先

と
の
連
携
で
成
功
さ
せ
、
漁
業
の

震
災
復
興
に
も
貢
献
す
る
力
と

な
っ
て
い
た
。

◆
２
０
２
７
年
２
月
の
本
格
的
な

　

採
鉱
試
験
に
向
け
て

　

こ
の
試
験
の
成
功
を
受
け
て
、

来
年
２
月
に
は
１
日
当
り
３
５
０

ト
ン
の
効
率
で
レ
ア
ア
ー
ス
泥
を

船
上
に
揚
げ
て
１
５
０
㎞
離
れ
た

南
鳥
島
に
て
、
脱
水
処
理
を
行
い
、

本
土
に
搬
入
す
る
た
め
の
本
格
的

な
試
験
を
行
う
。
そ
の
た
め
の
準

備
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
試
験
に
よ
り
、
大
量
の
レ

ア
ア
ー
ス
泥
が
入
手
で
き
る
の
で
、

初
め
て
レ
ア
ア
ー
ス
泥
の
成
分
や

濃
度
が
明
ら
か
と
な
り
、
南
鳥
島

レ
ア
ア
ー
ス
泥
の
可
採
埋
蔵
量（
技

術
的
に
も
経
済
的
に
も
採
れ
る
資

源
量
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

ま
た
、
泥
か
ら
レ
ア
ア
ー
ス
を

抽
出
す
る
精
製
、
製
錬
に
つ
い
て

も
、
日
本
独
自
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
研
究
開
発
課
題
と
し
て
挑

戦
す
る
意
思
を
表
明
さ
れ
て
い
た
。

◆
脱
炭
素
社
会
の
切
り
札
、
海
洋

　

玄
武
岩
へ
の

CO2
固
定
化
研
究

　

南
鳥
島
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
水
深
１
０
０

０
ｍ
に
位
置
す
る
「
拓
洋
第
５
海

山
」
へ
の
二
酸
化
炭
素
（

CO2
）
の

鉱
物
化
と
い
う
固
定
化
技
術
に
つ

い
て
も
、
海
山
に

CO2
を
注
入
し
て

鉱
物
化
を
促
進
さ
せ
る
技
術
は
、

（ 5 ）



地区県人会・郷人会だより

東
京
糸
魚
川
会�

会
長　

小
野 

健
一

新
年
会

日
時
：
令
和
８
年
２
月
７
日（
土
）11
時
～

会
場
：
東
天
紅
上
野
店

立
川
新
潟
県
人
会
・
新
潟
を

愛
す
る
会
の
新
年
会
開
催

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。立

川
新
潟
県
人
会
会
長
の

大
石
ふ
み
お
で
す
。
毎
年
恒

例
と
な
り
ま
し
た
立
川
新
潟

県
人
会
な
ら
び
に
新
潟
を
愛

す
る
会
の
新
年
会
を
令
和
８

年
２
月
１
日
、
立
川
駅
南
口

庄
屋
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
総
勢
40
名
と
多
数

の
会
員
の
皆
さ
ん
に
参
加
を

頂
き
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ご

来
賓
に
は
、
東
京
新
潟

県
人
会
よ
り
及
川
恒
夫
様
に

お
越
し
い
た
だ
き
ご
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
酒
井

大
史
立
川
市
長
、
伊
藤
大
輔

東
京
都
議
会
議
員
、
小
田
原

き
よ
し
前
衆
議
院
議
員
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

祝
宴
の
中
で
は
、
大
雪
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
地
元
の
話

題
は
も
と
よ
り
、
幼
少
期
の

思
い
出
な
ど
同
郷
で
あ
る
か

ら
こ
そ
の
話
題
で
盛
り
上
が

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２

時
間
半
の
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
子

ど
も
の
よ
う
笑
顔
で
頬
を
赤

ら
め
な
が
ら
大
声
で
語
り
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
語

り
声
は
店
外
に
聞
こ
え
わ
た

る
な
ど
最
高
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
鋭

気
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
１
年
ご
家

族
を
含
め
み
な
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
会
開

催
の
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

立
川
新
潟
県
人
会�

会
長　

大
石 

ふ
み
お

新
年
会

日
時
：
令
和
８
年
２
月
１
日（
日
）13
時
～

会
場
：
JR
立
川
南
口　
庄
や

冷
え
込
み
の
続
く
な
か
、

新
年
会
は
上
野
東
天
紅
で
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
故
郷
よ

り
久
保
田
郁
夫
糸
魚
川
市
長

を
は
じ
め
、
東
京
新
潟
県
人

会
副
会
長
の
佐
藤
永
久
様
ほ

か
来
賓
十
六
名
、
会
員
六
十

五
名
の
ご
出
席
を
賜
り
、
総

勢
八
十
一
名
が
集
う
盛
会
と

な
り
ま
し
た
。

当
日
の
深
夜
か
ら
翌
朝
に

か
け
て
都
内
で
は
雪
が
降
り

続
き
、
都
内
は
一
面
の
銀
世

界
と
な
り
ま
し
た
が
、
幸
い

に
も
日
中
帯
は
雪
の
影
響
を

全
く
受
け
ず
に
済
み
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
新
春
特
別
講

演
が
行
わ
れ
、
久
保
田
市
長

よ
り

『
市
民
と
共
に
未
来
を
拓
く

～
人
口
減
少
で
も
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
～
』

を
テ
ー
マ
に
ご
講
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一 

基
本
理
念

二 

縮
充
と
は

三 

重
点
施
策

① 

医
療
・
福
祉
の
充
実

② 

教
育
の
推
進

③ 

経
済
活
性
化

④ 

地
域
の
特
性
を
活
か
す

⑤ �

災
害
へ
の
備
え
と
安
全

な
ま
ち
づ
く
り

第
二
部
で
は
、
小
野
会
長

挨
拶
に
続
き
、
新
入
会
員
お

よ
び
初
参
加
者
の
紹
介
、
ご

来
賓
か
ら
の
ご
祝
辞
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ふ
る

さ
と
談
議
に
花
が
咲
き
、
和

や
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。
締
め
く
く
り
に
参
加

者
全
員
で
「
春
よ
来
い
」
を

合
唱
し
、
閉
宴
の
辞
を
も
っ

て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
：
高
間 

紀
雄
）

尚
、
東
京
糸
魚
川
会
Ｈ
Ｐ

で
当
日
の
様
子
を
時
系
列
で

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
合
わ

せ
て
御
覧
く
だ
さ
い
。

小野健一会長挨拶

春よ来い（詞：相馬御風）合唱
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地区県人会・郷人会だより

越
後
獅
子
の
会�

会
長　

齋
藤 

信
夫

第
26
回
新
年
総
会
・
祝
賀
会

日
時
：
令
和
８
年
２
月
８
日（
日
）11
時
～

場
所
：
ベ
ル
セ
ゾ
ン
５
階
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
の
間

全
国
的
に
記
録
的
寒
波
の

な
か
、東
京
津
南
郷
会
総
会
・

新
年
会
を
新
潟
県
人
会
館
２

階
で
行
い
ま
し
た
。
心
配
さ

れ
て
い
た
悪
天
候
に
も
関
わ

ら
ず
当
日
は
津
南
町
か
ら
大

勢
の
招
待
者
が
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
り
、
総
勢
42
名
で
の

に
ぎ
や
か
な
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。

懇
親
会
の
初
め
に
、
昨
年

の
夏
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
カ
ラ
ス
踊
り
音
頭
取
り

の
藤
ノ
木
辰
三
郎
さ
ん
の
黙

と
う
か
ら
始
ま
り
、
新
会
員

さ
ん
の
自
己
紹
介
で
会
場
が

一
気
に
和
や
か
に
な
り
大
き

な
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

毎
年
同
じ
内
容
の
会
長
さ

ん
の
挨
拶
で
（
会
員
を
増
や

し
楽
し
い
懇
親
会
に
し
て
い

き
た
い
）
と
皆
さ
ん
に
お
願

い
し
て
き
た
の
が
実
を
結
び

ま
し
た
。
会
員
さ
ん
の
高
齢

化
が
進
む
な
か
新
会
員
が
５

名
参
加
さ
れ
た
こ
と
と
、
お

じ
い
さ
ん
の
体
調
を
心
配
し

て
お
孫
さ
ん
が
同
席
す
る
な

ど
幅
広
い
年
齢
層
と
な
り
ま

し
た
。

宴
会
が
盛
り
上
が
っ
た
頃

を
見
計
ら
い
、
数
名
の
方
の

カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
最

後
に
津
南
郷
会
恒
例
行
事
で

あ
る
カ
ラ
ス
踊
り
を
会
場

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
全
員
で

踊
り
、
２
時
間
の
宴
会
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
お
食
事
、

お
土
産
が
好
評
で
津
南
の
松

屋
さ
ん
、
吉
池
さ
ん
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京
津
南
郷
会�

会
長　

石
澤 

政
宜

令
和
８
年
度　
総
会
・
新
年
会

日
時
：
２
月
７
日（
土
）11
時
～
14
時

場
所
：
東
京
新
潟
県
人
会
館
２
階

２
月
８
日
、「
越
後
獅
子

の
会
」
新
年
総
会
が
、
雪
降

り
し
き
る
埼
玉
県
志
木
市
の

「
ベ
ル
セ
ゾ
ン
」
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
、

鈴
木
会
長
に
代
わ
っ
て
私
が

若
輩
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
長

を
拝
命
し
ま
し
た
。
私
は
挨

拶
の
中
で
「
働
い
て
働
い
て

働
い
て
働
い
て
参
り
ま
す
」

と
、
高
市
総
理
の
言
葉
を
借

り
て
宣
言
を
し
ま
し
た
が
、

折
し
も
こ
の
日
、
衆
議
院
議

員
選
挙
が
行
わ
れ
て
、
高
市

総
理
の
自
民
党
が
圧
勝
し
た

の
で
し
た
。

青
年
部
会
員
の
司
会
で
新

年
総
会
と
祝
賀
会
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
ご
来
賓
、
参
議
院

議
員
・
上
田
清
司
様
か
ら
の

祝
辞
、
そ
し
て
新
潟
か
ら
駆

け
付
け
て
く
だ
さ
っ
た
十
日

町
市
長
・
関
口
芳
史
様
の
元

気
い
っ
ぱ
い
の
ご
挨
拶
、
さ

ら
に
新
座
市
市
長
・
並
木
傑

様
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
の
苦

境
の
お
話
が
あ
る
と
、
朝
霞

市
市
長
・
松
下
昌
代
様
か
ら

は
朝
霞
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

は
も
っ
と
大
変
と
い
う
話
に

な
り
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し

た
。
東
京
新
潟
県
人
会
副
会

長
・
会
長
代
理
・
村
山
政
利

様
か
ら
も
お
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
祝
賀
会
は
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
あ

と
、
本
会
名
誉
会
長
・
鈴
木

忠
夫
氏
へ
の
感
謝
状
を
贈
呈

し
、
心
か
ら
の
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
し
た
。

演
目
と
し
て
、「
リ
ゾ
ン

な
る
こ
会
飛
鳥
」
様
に
よ
る

「
鳴
子
演
舞
」
も
華
や
か
に

舞
わ
れ
て
盛
り
上
が
り
、
プ

ロ
の
演
歌
歌
手
の
舞
さ
く
ら

さ
ん
の
「
越
後
獅
子
の
歌
」

「
ハ
ッ
ピ
ー
音
頭
」
に
続
い

て
、
私
も
「
祝
い
船
」
を
カ

ラ
オ
ケ
で
歌
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
あ
っ
と
い
う
間
の
三

時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

今
年
も「
越
後
獅
子
の
会
」

は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
、
会
員
相
互
の
活
発
な

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
青
年
部
の

協
力
も
仰
ぎ
な
が
ら
、「
つ

な
ご
う
獅
子
の
会
を
次
世
代

に
」の
目
標
達
成
に
向
け
て
、

一
層
の
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る

よ
う
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。
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リ
ア
・
レ
オ
ナ
ル
ド
社
の
Ｊ
Ｖ
会

社
製
現
在
、
Ａ
Ｔ
Ｒ
42
―
６
０
０
・ 

１
機
、
Ａ
Ｔ
Ｒ
72
―
６
０
０
・ 

２
機
、
計
３
機
で
運
航
し
て
い
る
。

２
０
２
４
年
１
月
31
日
新
潟

↔

札
幌
丘
珠
か
ら
運
航
開
始
し
た
。

昨
年
９
月
９
日
に
Ａ
Ｔ
Ｒ
42
―

６
０
０
が
佐
渡
空
港
に
着
陸
し
て

い
る
。
今
年
４
月
に
新
潟

↔

佐
渡

の
訓
練
フ
ラ
イ
ト
を
何
本
か
行

う
。
GW
明
け
に
は
関
係
者
中
心
に

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
初
め
て

一
般
の
お
客
様
に
ご
搭
乗
い
た
だ

い
て
、
神
戸
発
佐
渡
行
き
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
計
画
し
て
い

る
。
東
京
、
名
古
屋
か
ら
も
直
接

佐
渡
へ
飛
ば
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。

佐
渡
へ
飛
ぶ
飛
行
機
の
座
席
は

46
席
で
す
。
日
本
航
空
、
全
日
空

及
び
グ
ル
ー
プ
会
社
も
同
型
機
を

持
っ
て
い
ま
す
が
48
席
で
運
航
し

て
い
る
。
ト
キ
エ
ア
は
２
席
取
り

外
し
て
１
列
分
ス
ペ
ー
ス
を
出
し

足
元
を
少
し
広
く
し
て
46
席
で
運

航
し
ま
す
。

ト
キ
エ
ア
は
い
ろ
い
ろ
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
お
り
佐
渡
空
港
で
は

「
空
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
子

供
た
ち
に
喜
ん
で
戴
い
た
。

利
用
者
の
年
齢
層
は
一
番
多
い

の
が
20
代
、
50
代
、
次
が
30
代
、

40
代
、
直
接
予
約
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
が
中
心
な
の
で
若
い

世
代
が
多
い
。
60
代
、
70
代
は
旅

行
ツ
ア
ー
に
組
み
込
む
形
で
対
応

す
る
戦
略
を
立
て
て
営
業
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

定
時
出
発
率
（
15
分
以
上
遅
れ

た
便
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
）
は

95
％
を
超
え
る
と
日
本
で
１
番
に

な
れ
る
が
ト
キ
エ
ア
は
こ
こ
数
ヶ

月
間
、
98
％
と
凄
く
高
い
ス
コ
ア

を
出
し
て
お
り
現
場
の
メ
ン
バ
ー

は
頑
張
っ
て
い
る
。

課
題
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
何
と
か

揃
っ
て
き
た
が
一
方
で
整
備
士
が

足
り
な
い
。
地
域
航
空
は
競
争
力

が
強
く
な
い
の
で
他
社
と
連
携
し

な
が
ら
運
営
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
計
画
と
し
て
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
、
佐
渡
へ
の
就

航
、
航
空
貨
物
の
取
り
扱
い
、
鉄

道
（
JR
東
日
本
、
JR
北
海
道
）
と

の
連
携
で
す
。

第
二
部
講
演
は
佐
渡
市
地
域
振

興
部
・
門
田 

靖
部
長
に
よ
る
「
佐

渡
市
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
講
演
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
使
用
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

自
己
紹
介
に
よ
る
と
門
田
部
長

は
昨
年
４
月
に
経
済
産
業
省
関
東

経
済
産
業
局
か
ら
佐
渡
市
役
所
へ

出
向
と
の
こ
と
。

佐
渡
市
の
現
状
に
つ
い
て

（
一
）
人
口
は
平
成
16
年
３
月
に

約
７
万
人
い
た
が
直
近
の
令
和
８

年
１
月
末
現
在
は
４
６
，
６
５
６

人
に
減
っ
て
い
る
。

高
齢
化
率
は
34
％
で
あ
っ
た
も

の
が
40
％
を
超
え
て
い
る
。

出
生
率
は
平
成
16
年
は
４
２
６

人
で
あ
っ
た
が
令
和
７
年
は

１
５
９
人
に
な
っ
て
い
る
。
亡
く

な
る
人（
自
然
減
）は
毎
年
千
人
位
、

Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
で
来
て
い

る
人
よ
り
島
か
ら
出
て
い
く
人
の

方
が
３
０
０
人
位
多
い
。
毎
年
千

人
以
上
人
口
が
減
っ
て
お
り
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
地
域
産
業
の
状
況
を
示
す

市
内
の
総
生
産
額
は
平
成
18
年
に

は
約
２
千
億
円
あ
っ
た
が
今
現
在

は
１
千
６
百
億
円
に
な
っ
て
お
り

人
口
減
少
が
影
響
し
て
い
る
の
で

３
月
１
日
（
日
）
東
京
新
潟
県

人
会
館
に
於
い
て
首
都
圏
佐
渡
連

合
会
主
催
の
第
31
回
産
業
振
興

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
総
勢
80
余
名
を
迎

え
て
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
基
調
講
演
は
新
潟
空
港

を
拠
点
と
す
る
ト
キ
エ
ア
株
式
会

社
・
長
谷
川
政
樹
代
表
取
締
役
に

よ
る「
地
域
航
空
会
社
ト
キ
エ
ア
の

役
割
」と
い
う
演
題
に
て
一
部
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
映
像
に
て
行
わ
れ
た
。

長
谷
川
代
表
取
締
役
は
新
潟
県

加
茂
市
出
身
、
１
９
９
２
年
４
月
、

日
本
航
空（
株
）入
社
20
年
間
在
職
、

そ
の
後
新
潟
県
庁
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
（
株
）、
三
菱
重
工
業
（
株
）
を

経
て
２
０
２
０
年
７
月
ト
キ
エ
ア

（
株
）
設
立
。
初
就
航
は
２
０
２
４

年
１
月
31
日
で
日
本
に
お
い
て
新

航
空
会
社
の
立
ち
上
げ
は
15
年
振

り
、
25
番
目
の
航
空
会
社
に
な
る
。

保
有
し
て
い
る
飛
行
機
Ａ
Ｔ
Ｒ
３

機
は
フ
ラ
ン
ス
・
エ
ア
バ
ス
社
の
グ

ル
ー
プ
会
社
で
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ

い
か
に
食
い
止
め
る
か
が
大
き
な

課
題
で
す
。

佐
渡
市
の
現
状
と
課
題
を
ま
と

め
る
と
現
状
と
し
て
は
①
急
速
な

人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
る
②
少

子
化
③
高
齢
化
率
上
昇
に
よ
る
就

業
人
口
減
少
で
市
内
の
産
業
が
厳

し
く
な
る
。

課
題
は
①
地
域
経
済
、
産
業
が

縮
小
し
て
い
く
②
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
が
低
下
し
て
い
く
③
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
維
持
し
て
い
く
の

が
非
常
に
困
難
な
状
況
に
な
っ
て

来
て
お
り
如
何
に
ダ
ウ
ン
サ
イ
ズ

（
コ
ン
パ
ク
ト
）
に
や
っ
て
い
く
か
。

対
策
の
柱
は
世
界
文
化
遺
産
登

録
が
佐
渡
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
と

思
っ
て
い
る
。

佐
渡
を
知
っ
て
も
ら
う
、訪
れ
て
も

ら
う
、気
に
入
っ
て
住
ん
で
も
ら
う
。

首
都
圏
佐
渡
連
合
会

�

産
業
振
興
部
会
長 

髙
野
一
久

首
都
圏
佐
渡
連
合
会　
会
長
　
池 

登
志
邦

　

第
31
回
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　

日
時
：
令
和
８
年
３
月
１
日（
日
）14
時
～
16
時
40
分

　
　
　

会
場
：
東
京
新
潟
県
人
会
館 

２
階
ホ
ー
ル

（ 8 ）



会 員 各 位

令和８年４月吉日

東京新潟県人会 会長　宮田　亮平

第 116 回　令和８年度定時総会開催について

会員の皆様には、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

平素より、本会につきましてご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて第 116 回（令和８年度）定時総会を下記の通り開催いたします。

何卒ご出席いただきたく、ご案内申し上げます。

なお、総会終了後、懇親会を開催いたします。

記

日　　時　　　令和８年５月 23 日（土）

　　　　　　　受付時間……………午前 10 時 30 分より

　　　　　　　総会開始……………午前 11 時より

　　　　　　　懇 親 会……………12 時 30 分より

会　　場　　　東京新潟県人会館　２階ホール

議　　案　　　「令和７年度事業報告」「令和７年度決算（案）並びに監査報告」

　　　　　　　「役員改選」「令和８年度事業計画（案）並びに予算（案）」他

会　　費　　　懇親会出席者のみ 3,000 円（当日、会場にてお支払いください）

問合せ先　　　東京新潟県人会 事務局　電話 03-3832-7619　FAX 03-3832-7639

　　　　　　　e-mail：info@niigatakenjinkai.com

お申込み　　　 折り込みのお申込みはがきに 85 円切手を貼付の上ご投函ください

お申込み〆切　令和８年５月 15 日（金）必着

� 以上

（ 9 ）



事務局からのお知らせ

２
月
度
会
館
利
用
状
況

１
日
㈰	

首
都
圏
み
し
ま
会

	
	

首
都
圏
佐
和
田
会

	
	

南
魚
沼
ふ
る
さ
と
会

２
日
㈪	
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

新
潟
お
け
さ
会

３
日
㈫	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

会
員
委
員
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

正
副
会
長
会
常
務
理
事
会

４
日
㈬	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

５
日
㈭	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

メ
デ
ィ
コ
ム
ジ
ャ
パ
ン

６
日
㈮	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

草
木
短
歌
会

	
	

国
際
環
境
研
究
協
会

	
	

広
報
委
員
会

７
日
㈯	

東
京
牧
村
会

	
	

東
京
津
南
郷
会

	
	

加
茂
農
林
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

東
京
布
川
会

	
	

城
下
町
新
発
田
会

	
	

東
京
出
雲
崎
会

	
	

村
松
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

８
日
㈰	

東
京
相
川
会

	
	

東
京
良
寛
会

	
	

東
京
阿
賀
町
会

	
	

村
上
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

	
	

東
京
良
寛
会

９
日
㈪	

日
本
有
機
農
業
生
産
団
体
中
央
会

	
	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

10
日
㈫	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ッ
ク

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

11
日
㈬	

第
38
回
文
化
講
演
会

	
	

首
都
圏
ふ
る
さ
と
わ
し
ま
会

12
日
㈭	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

	
	　

第
２
回
全
国
幹
事
会

	
	

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

13
日
㈮	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

	
	　

第
２
回
全
国
幹
事
会

	
	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

草
木
短
歌
会

	
	

歌
声
ク
ラ
ブ

14
日
㈯	

安
塚
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

業
種
間
交
流
会

	
	

首
都
圏
佐
渡
連
合
会

	
	

六
日
町
高
校
東
京
同
窓
会

	
	

東
京
塩
沢
会

	
	

東
京
松
代
会

15
日
㈰	

東
京
分
水
会

	
	

お
け
さ
友
愛
会

	
	

佐
渡
お
け
さ
踊
り
隊

	
	

若
波
会

16
日
㈪	
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

17
日
㈫	
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

登
石
記
代
ア
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
研
究
会

	
	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
関
東
支
部
連
合
会

	
	　

人
財
・
組
織
強
化
委
員
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

18
日
㈬	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
	

	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
	

	　

第
３
回
販
売
促
進
・
情
報
委
員
会

19
日
㈭	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
関
東
支
部
連
合
会

	
	　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
委
員
会

	
	

元
気
の
出
る
歌
の
会

20
日
㈮	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

推
薦
特
別
委
員
会

	
	

組
織
検
討
特
別
委
員
会

21
日
㈯	

小
千
谷
高
校
舟
陵
会

	
	

新
潟
日
報
社

	
	

シ
ャ
ト
ル
の
会

	
	

直
江
津
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

	
	

東
京
浦
川
原
会

	
	

関
東
羽
茂
会

22
日
㈰	

東
京
松
之
山
会

	
	

若
波
会

23
日
㈪	

よ
も
ぎ
会

	
	

首
都
圏
つ
き
が
た
会

24
日
㈫	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

財
団
理
事
会

	
	

新
潟
日
報
社

25
日
㈬	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

26
日
㈭	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

27
日
㈮	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

花
實
短
歌
会

	
	

首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会

28
日
㈯	

岩
首
東
京
人
会

	
	

あ
み
ぐ
る
み

	
	

三
遊
亭
圓
馬
一
門
会

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表
：
河
野 

テ
ル
子

問
い
合
わ
せ
：
０
９
０-

５
２
０
９-

６
２
３
９

日
時
：
４
月
６
日（
月
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

日
時
：
４
月
23
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表
：
柳 

政
直

問
い
合
わ
せ
：
０
９
０-

３
５
４
４-

３
７
６
８

日
時
：
４
月
10
日（
金
）14
時
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※�
毎
月「
第
２
週
目
金
曜
日
」に
実
施
予
定

で
す
。

◎
元
気
の
出
る
歌
の
会

代
表
：
宮
田 
タ
マ
恵

問
い
合
わ
せ
：
０
８
０-
６
５
４
６-

４
３
９
４

日
時
：
４
月
16
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※�

毎
月「
第
３
木
曜
日
」に
実
施
予
定
で
す
。

県
人
会
・
郷
人
会
の
動
き

◎
首
都
圏
佐
渡
新
穂
会

総
会
・
懇
親
会

　
会
長
：
河
原 

清

　
日
時
：
令
和
８
年
４
月
４
日（
土
）12
時

　
会
場
：
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町

　
電
話
：
０
３-

３
２
３
４-

８
７
３
９

◎
東
京
塩
沢
会

総
会
・
懇
親
会

　
会
長
：
髙
橋 

幹
夫

　
日
時
：
令
和
８
年
４
月
５
日（
日
）11
時

　
会
場
：
上
野
精
養
軒

　
電
話
：
０
３-

３
８
２
１-

２
１
８
１

◎
首
都
圏
ふ
る
さ
と
わ
し
ま
会

第
41
回
総
会

　
会
長
：
横
山 

勲

　
日
時
：
令
和
８
年
４
月
12
日（
日
）12
時

　
会
場
：
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
日
暮
里
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

　
電
話
：
０
３-

３
８
０
３-

１
２
３
４

◎
東
京
寺
泊
会

第
71
回　

東
京
寺
泊
会

　
会
長
：
橋
本 

寛
二

　
日
時
：
令
和
８
年
４
月
17
日（
金
）13
時

　
会
場
：
上
野
東
天
紅

　
電
話
：
０
３-

３
８
２
８-

５
１
１
１

◎
南
魚
沼
ふ
る
さ
と
会

総
会
・
懇
親
会

　
会
長
：
上
村 

信
行

　
日
時
：
令
和
８
年
４
月
26
日（
日
）10
時
50
分

　
会
場
：
上
野
精
養
軒

　
電
話
：
０
３-

３
８
２
１-

２
１
８
１

お
詫
び
と
訂
正

３
月
号
に
掲
載
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

P7【
誤
】
阿
部
製
菓
株
式
会
社

【
正
】
阿
部
幸
製
菓
株
式
会
社

P13【
誤
】
樋
口
市
長

【
正
】
関
口
市
長
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� 令和８年４月吉日

会員各位
� 東京新潟県人会
� 会長　宮田 亮平

令和８年度　年会費納入のお願い

謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のお引き立てに預かり誠にありがとうございます。
当会発展のためにひとかたならぬご厚情を賜り重ねて心より感謝申し上げます。
さて令和８年度の開始にあたり、年会費のお振込みをお願いいたします。
個人会員の方々には今月号会報誌に振込用紙を同封いたしました。
法人会員・郷人会・同窓会・同好会には別便にて会報誌配送先登録者の方々にお送りいたしました。
ご不明な点がございましたら、事務局までご連絡をお願いいたします。
� 謹白

	 東京新潟県人会　事務局
	 〒110-0005　東京都台東区上野１-13-6
	 TEL：03-3832-7619　FAX：03-3832-7639

父への思いは誰しもそれぞれあると思います。
たった一言でもかまいません。父へよせる一文を
綴ってみませんか。
会員読者の皆さまのご投稿をお待ちしています。
� （６月号）

①文字数　100文字から 800文字
②テーマ　父
③画像　　１枚（なくても可）

【提出方法】
４月 30 日（木）必着までに氏名、住所をご記入
の上、郵送、ファックス、Eメールのいずれかで
お送りください。
【問合せ /提出先】
台東区上野１-13- ６　東京新潟県人会事務局
TEL：03 -3832 -7619 / FAX：03 -3832 -7639
E-mail：info@niigatakenjinkai.com

「母の日」（５月号）にご寄稿いただきました皆さ
まありがとうございました。� （広報委員会）

「父の日」によせて

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

長岡藩の藩士、小林虎三郎が贈られた百俵の米を
売却し、教育の資金に充てたという故事。
目先の困窮よりも将来の人材育成を優先したこの
エピソードは、苦しい時こそ未来への投資が大切
という言葉として知られている。

■受　付：14：30 ～　定員 70 名

■会　場：東京新潟県人会館　２階ホール

■申込み：県人会事務局（電話：03-3832-7619）

■会　費：（茶菓代）500 円

５月「卓話の時間」開催案内

【講演テーマ】　「米 百 俵」

【卓話者】

三條  和男 氏

【開催日】

５月13日（水）
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正
副
会
長
会（
２
月
定
例
）

令
和
８
年
２
月
３
日（
火
）

一
、
１
月
議
事
録
確
認

二
、
予
算
執
行
状
況
報
告

三
、
議
案
事
項

・
財
団
に
払
う
「
会
館
使
用

料
」
見
直
し
検
討
→
県
人

会
正
式
文
書
提
案
交
渉

・
作
品
展　

出
展
料
徴
収
を

文
化
委
員
会
で
検
討
協
議

四
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

・
３
月
26
日
桜
を
見
る
会

（
会
員
委
員
会
主
催
）

・
７
月
20
日
納
涼
ま
つ
り

・
10
月
10
日
芸
能
大
会

・
10
月
24
～
26
日
作
品
展

五
、
報
告
事
項

・
推
薦
特
別
委
員
会
第
３
回

　

２
月
20
日
開
催

・
常
任
委
員
会
事
業
計
画
書

　

３
月
末
日
迄
に
提
出

・
新
年
祝
賀
会
に
つ
い
て

　

ド
リ
ン
ク
の
実
費
精
算
等

で
黒
字
決
算
見
込

常
務
理
事
会（
２
月
定
例
）

令
和
８
年
２
月
３
日（
火
）

一
、
１
月
議
事
録
確
認

二
、
予
算
執
行
状
況
報
告

三
、
議
案
事
項

・
令
和
８
年
度
予
算

　

財
務
委
員
長
原
案
提
示

四
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

五
、
常
任
委
員
会
報
告

・
各
委
員
長
か
ら
活
動
報
告

六
、
報
告
事
項

・
推
薦
特
別
委
員
会
第
３
回

　

２
月
20
日
開
催

・
常
任
委
員
会
事
業
計
画
書

　

３
月
末
ま
で
に
提
出

・
新
年
祝
賀
会
は
黒
字
決
算

七
、
そ
の
他
（
意
見
論
議
）

・
県
人
会
の
運
営
に
つ
い
て

　

会
員
増
を
図
る
べ
き

　

収
入
増
や
す
方
法
検
討

　

活
動
の
低
下
の
問
題　

等

財
団
理
事
会（
２
月
定
例
）

令
和
８
年
２
月
24
日（
火
）

一
、
１
月
定
例
議
事
録
確
認

二
、
予
算
執
行
状
況
報
告

三
、
議
案
事
項

･

県
人
会
よ
り
会
館
使
用
料

に
つ
い
て

･

県
人
会
財
務
委
員
長
か
ら

会
館
使
用
料
に
つ
い
て

　

会
館
使
用
料
免
除
要
請
、会

報
誌
に
広
告
を
掲
載
提
案

→
正
式
提
案
書
提
出
要
請

四
、
報
告
事
項

　

YH
賃
料
改
訂
に
つ
い
て

　

鑑
定
書
の
作
成
を
会
社
依

頼
広
報
委
員
会（
２
月
定
例
）

令
和
８
年
２
月
６
日（
金
）

一
、３
月
が
県
人
会
各
役
員・ 

委
員
の
改
選
期
の
為
、各
自

留
任
辞
退
事
前
検
討
依
頼

二
、
母
の
日
企
画
原
稿
募
集

三
、
４
・
５
月
の
表
紙
決
定

四
、
４
月
号
P3
刷
新
検
討

五
、
４
月
号
を
編
成

　

手
持
ち
原
稿
を
使
用

六
、
企
業
広
告
に
つ
い
て

　

掲
載
期
間
終
了
企
業
あ

り
。
新
規
開
拓
に
努
力

推
薦
特
別
委
員
会

令
和
８
年
２
月
20
日（
金
）

・
副
会
長
・
監
事
候
補
者

　

副
会
長
候
補
者
８
名

　

監
事
候
補
２
名

　

副
会
長
に
つ
い
て

　

８
名
で
良
い
・
地
域
の
片

寄
り
・
女
性
候
補
無
し
に

つ
い
て
等
検
討

・
３
月
中
に
再
度
人
材
発

掘
。

　

４
月
14
日
の
常
務
理
事
会

に
結
論
→
了
承

組
織
検
討
特
別
委
員
会

令
和
８
年
２
月
20
日（
金
）

・
会
員
増
強
進
捗
状
況
検
討

・「
県
人
会
館
の
利
用
PR
等
」

　

学
生
と
企
業
が
参
加
「
鮭

プ
ロ
」
が
毎
月
開
催
決
定

・「
入
会
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
」

　

事
務
局
に
て
新
広
告
費
案

・
新
潟
市
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
・
ネ
オ
新
潟
県
人
会

等
の
催
し
参
加
情
報
収
集

・
祝
賀
会
参
加
未
会
員
企
業

　

勧
誘
→
根
津
委
員
担
当

・
同
好
会
に
つ
い
て

　

県
人
会
員
実
態
調
査
意
見

・
学
生
会
員
（
30
歳
位
迄
可
）

を
設
け
る
提
案
検
討
依
頼

会
議
・
委
員
会
報
告

●まかないボウル180
　［conte］ 3,520円（税込）

縁を「巻かない」から縁に粉など
がつまらず、洗いやすく清潔に保
てます。底面がやや狭めで、深さ
があるため安定感があり混ぜやすい調理ボウル。
菜箸などを入れたままでも転倒しにくい設計です。

●irogami  ひとひらのおろし金
　［株式会社ツボエ］ 2,200円（税込）

一枚の紙をめくったような角部分が、
ちょうどよく手にフィット。まるで
自分の手のひらで直接すりおろして
いる感覚で、生姜・チーズ・シナモ
ンなどを気持ちよくすりおろせます。

新生活のスタートに、毎日の暮らしがちょっと楽しくなるキッチンアイテムはいかがでしょうか。
新潟の職人のこだわりが細部まで込められた品々で、心弾む新しい日常を始めましょう！

東京都中央区銀座 5-6-7
SANWAすずらん Bldg.Ｂ１階～３階・８階
TEL：03-6280-6635（代表）
HP：https://the-niigata.jp/
※各店舗の営業時間は HP等でご確認ください。

THE N IIGATA インフォメーション

＼ 春 、新 潟 の 品 々 と 始 め る 新 生 活 ／

●EAトCO  Hasam S／トング
　［株式会社ヨシカワ］ 2,200円（税込）

優しくはさめ細かな取り分けも得意な
卓上ミニトング。先端の膨らみ部分は
はさんだ物を優しくふんわり掴みます。
刃先がしっかり合うので細かな物や薄
い物の取り分けも得意です。先端が浮
くので置く場所を気にせず扱えます。

●まかない平ザル180
　［conte］ 2,640円（税込）

底面積の大きい浅型パンチングトレ
イ。「まかないボウル」と組合わせ
ることで、お出汁を濾す時にもお使
いいただけます。一般の編んだザル
のように編み目の間に食材がはまり
込むことがありません。
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新
潟
市
と
鮭
プ
ロ
が
連
携
し
、

新
潟
市
で
働
く
若
手
社
会
人
と
首

都
圏
の
学
生
が
交
流
す
る
イ
ベ
ン

ト「
に
い
が
た
で
働
く
リ
ア
ル
」を

開
き
ま
し
た
。地
域
密
着
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、印
刷
・
出
版
・

企
画
、Ｉ
Ｔ
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
で
働
く
３
人
を
ゲ
ス
ト
に

招
き
、新
潟
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

を
決
め
た
理
由
や
新
潟
で
の
休
日

の
過
ご
し
方
、企
業
面
接
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、就
活
中
の
学
生

が
気
に
な
る
テ
ー
マ
を「
本
音
」で

語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
後
半
は
、ゲ
ス
ト

と
学
生
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、新

潟
ゆ
か
り
の
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
気
軽
な
雰
囲
気
で
交
流
会
を
行

鮭
プ
ロ
で
は
毎
月
最
終
火
曜
の

夜
、新
潟
出
身
で
首
都
圏
在
住
の

若
者
が
集
う「
鮭
プ
ロ
サ
ロ
ン

＠
東
京
」を
定
期
開
催
し
て
い
ま

す
。令
和
７
年
度
最
後
の
サ
ロ
ン

に
は
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
、温
泉
旅
館
や
古
民
家
ホ
テ
ル

な
ど
を
展
開
す
る
株
式
会
社
い
せ

ん（
湯
沢
町
）の
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、萩
野
翔
さ
ん
が
登
壇
。萩

野
さ
ん
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加

し
て
い
る
、一
般
社
団
法
人
雪
国

観
光
圏
と
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー（
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
）

が
協
働
で
推
進
す
る「
帰
る
旅
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
こ
れ
ま
で
の

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
じ
っ
く
り

語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、ふ
る
さ
と
の
お
菓

子
や
軽
食
を
食
べ
な
が
ら「
新
潟

ト
ー
ク
」で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

就
活
中
の
学
生
か
ら
は
、志
望

業
種
を
絞
り
込
む
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
質
問
が
出
ま
し
た
。社
会
人

の
先
輩
は「
自
分
に
と
っ
て
の
得

意
な
こ
と
と
好
き
な
こ
と
を
見
極

め
て
、そ
の
二
つ
が
重
な
る
業
界

や
仕
事
内
容
で
絞
っ
て
い
く
の
も

良
い
」「
学
生
時
代
に
力
を
入
れ

た
こ
と
、こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
軸
に
選
ぶ
の
も
一
つ
」な

ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し

た
。就

職
活
動
を
控
え
る
都
内
の
大

学
２
年
生（
20
）は「
大
学
卒
業
後

は
新
潟
に
戻
り
た
い
の
で
、体
験

談
を
聞
く
機
会
が
得
ら
れ
て
良

か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
、交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
る
鮭
プ
ロ
サ
ロ
ン
＠
東

京
。次
年
度
も
原
則
毎
月
最
終
火

曜
の
夜
、東
京
新
潟
県
人
会
館
で

開
催
し
ま
す
。次
回
は
４
月
28
日

（
火
）。詳
細
は
後
日
、鮭
プ
ロ
公
式

サ
イ
ト
で
ご
案
内
し
ま
す
。

鮭
プ
ロ
の
学
生
会
員
登
録（
無

料
）
は
公
式
サ
イ
ト（https://

sakepro.jp

）か
ら
受
け
付
け
て

い
ま
す
。お
知
り
合
い
の
学
生
に

ぜ
ひ
、ご
案
内
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

に
い
が
た
鮭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局 

（
新
潟
日
報
社
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

室
） 

０
２
５（
３
８
５
）７
４
７
３

若者が集う「都内の新潟」
～鮭プロイベント開催レポート～

　産学官が連携し若者を応援する、にいがた鮭プロジェクト（主催・新潟日報社、共催・新潟県）。東京新
潟県人会館で２月下旬、大学卒業後に新潟市へＵターン就職した若手社員の体験談を聞く「にいがたで働
くリアル」と、首都圏在住の新潟出身者が集う「鮭プロサロン＠東京」を開催しました。二つのイベント
の様子をご紹介します。

（
広
報
・
樋
口
）

「
に
い
が
た
で
働
く
リ
ア
ル
」（
新
潟
市
主
催
）

鮭
プ
ロ
サ
ロ
ン
＠
東
京

日
時
：
令
和
８
年
２
月
21
日（
土
）13
：
30
～
15
：
30

場
所
：
東
京
新
潟
県
人
会
館 

２
階
ホ
ー
ル

日
時
：
令
和
８
年
２
月
24
日（
火
）19
：
00
～
20
：
30

場
所
：
東
京
新
潟
県
人
会
館 

３
階
会
議
室

若手社会人３人によるトークセッション

ゲストスピーカーの萩野翔さん

新潟ゆかりのお菓子を囲んだ交流会

社会人と学生の交流会

公式サイト
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粟島浦村

村上市

関川村胎内市
聖籠町

新発田市
阿賀野市

五泉市 阿賀町

新潟市

加茂市

田上町弥彦村
燕市

三条市見附市出雲崎町

刈羽村

柏崎市
長岡市

小千谷市 魚沼市

南魚沼市
十日町市

津南町

湯沢町

上越市

妙高市
糸魚川市

佐渡市

市
町
村

だ
よ
り

第
２
８
１
回

ふ
る
さ
と
新
潟

７
エ
リ
ア
に

点
在
し
て
い
る

色
々
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

新潟市
北区 東区 中央区 江南区
秋葉区 南区 西区 西蒲区

佐
渡

佐
渡
島
エ
リ
ア

中
越
１

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

船
ま
つ
り・

大
花
火
大
会

�

（
出
雲
崎
町
）

◎
昭
和
27
年
か
ら
大
漁
と
海

上
安
全
、漁
民
の
団
結
を

祈
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
お
祭

り
で
す
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

は
、漁
船
が
大
漁
旗
を
な
び

か
せ
な
が
ら
進
む「
海
上
船

団
パ
レ
ー
ド
」で
無
料
乗
船

が
で
き
ま
す（
先
着
順
定
員

あ
り
）。
そ
の
他
に
も
伝
統

の
出
雲
崎
お
け
さ
輪
踊
り
や

小
木
ノ
城
太
鼓
な
ど
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、子
供
縁

日
コ
ー
ナ
ー
や
露
店
も
多
く

立
ち
並
び
ま
す
。

◎
夜
は
イ
ベ
ン
ト
の
締
め
く

く
り
と
し
て
大
花
火
が
真
夏

の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

◎
港
の
観
覧
席
か
ら
至
近
距

離
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火

は
音
で
身
体
が
震
え
る
程
迫

力
の
あ
る
色
鮮
や
か
な
花
火

が
た
く
さ
ん
打
ち
あ
が
り
、

観
客
を
魅
了
す
る
こ
と
間
違

い
な
し
。

日
時
：
８
月
15
日（
土
）

会
場
：
出
雲
崎
漁
港

問
合
せ：出
雲
崎
町
観
光
協
会

☎
０
２
５
８-

７
８-

２
２
９
１

（
直
通
）

◎
坂
戸
山
の
麓
に
広
が
る
銭

淵
公
園
は
、市
民
に
親
し
ま

れ
る
憩
い
の
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
園
内
に
は
池
や
お
堀
を

囲
む
よ
う
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

や
し
だ
れ
桜
な
ど
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

◎
観
桜
会
で
は
、夜
間
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
市
の

花
で
あ
る
カ
タ
ク
リ
も
見
頃

を
迎
え
、桜
と
同
時
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
間

中
の
週
末
は
、六
日
町
駅
か

ら
会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
開
催
概
要
】

期
間：
４
月
11
日
㈯
～
４
月
22
日

㈬（
開
花
時
期
に
よ
り
前
後
し
ま

す
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
間：
日
没
後
～

21
時
ま
で

問
合
せ：
銭
淵
公
園・
観
桜
会
実
行

委
員
会（
六
日
町
観
光
協
会
）

☎
０
２
５-

７
８
８-

１
７
０
３

中
越
２

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア

銭
淵
公
園
・
観
桜
会

�

（
南
魚
沼
市
）

「
さ
わ
た
図
書
館
・

子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
」

オ
ー
プ
ン�

（
佐
渡
市
）

◎
子
ど
も
や
子
育
て
中
の
方

の
拠
り
所
と
し
て
、「
さ
わ

た
図
書
館
・
子
育
て
交
流
ひ

ろ
ば
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
こ
の
施
設
は
、佐
和
田

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２

階
・
３
階
の
旧
議
会
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
た
も
の
で
す
。

◎
２
階
の「
子
育
て
交
流
ひ

ろ
ば
」は
、子
ど
も
や
子
育
て

中
の
方
、こ
れ
か
ら
親
に
な

ら
れ
る
方
が
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
、交
流
で
き
る
場
所

で
す
。
親
子
で
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
し
た
り
、保
育
士
や
保

健
師
、助
産
師
な
ど
の
専
門

職
に
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た

悩
み
や
疑
問
を
気
軽
に
相
談

で
き
る
、身
近
な
場
所
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
３
階
の「
さ
わ
た
図
書
館
」

に
は
、中
学
生
・
高
校
生
な
ど

が
勉
強
で
き
る
学
習
室
や
、

親
子
で
自
由
に
過
ご
せ
る
多

目
的
ホ
ー
ル
も
整
備
し
て
い

ま
す
。

・
子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば

佐
渡
市
子
ど
も
若
者
課

☎
０
２
５
９-

６
３-

３
１
２
６

・
図
書
館

佐
渡
市
社
会
教
育
課（
中
央
図
書

館
）

☎
０
２
５
９-

６
３-

２
８
０
０

オープン当日に開催した絵本の読み聞かせ会

観桜会詳細

（ 14 ）



下
越
１

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

上
越

上
越
・
糸
魚
川
エ
リ
ア

◎
加
茂
市
か
ら
、確
か
な
技

術
が
息
づ
く
逸
品
を
ふ
る
さ

と
納
税
で
お
届
け
し
ま
す
。

◎（
株
）山
忠
の
女
性
用
靴

下
。
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、

一
般
の
靴
下
に
は
な
い
ボ

リ
ュ
ー
ム
、そ
の
厚
さ
は
約

２
㎝
。
１
足
に
セ
ー
タ
ー
約

１
着
分
と
い
う
大
量
の
糸
を

使
い
、空
気
を
た
っ
ぷ
り
溜

め
込
む
２
重
パ
イ
ル
の
特
殊

構
造
。
ま
る
で
じ
ゅ
う
た
ん

の
上
を
歩
い
て
い
る
よ
う

な
、ふ
っ
く
ら
と
し
た
圧
倒

的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
と
保
温

力
で
、女
性
の
冷
え
に
寄
り

添
い
ま
す
。
ウ
ー
ル
混
素
材

で
す
が
ご
家
庭
で
の
お
洗
濯

も
OK
。
ネ
ッ
ト
に
入
れ
て
洗

濯
機
で
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

普
段
使
い
に
は
も
ち
ろ
ん
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
大

切
な
方
へ「
温
も
り
」を
贈
る

の
も
い
か
が
で
す
か
。

問
合
せ：加
茂
市
商
工
観
光
課

ふ
る
さ
と
寄
付
金
係

☎
０
２
５
６-

５
２-

０
０
８
０

E-M
ail:

syoko@
city.kam

o.niigata.jp

◎
妙
高
市
は
、豊
か
な
自
然

の
中
で
子
ど
も
が
の
び
の
び

と
成
長
で
き
る
、子
育
て
世

帯
に
や
さ
し
い
ま
ち
で
す
。

市
内
の
全
て
の
学
校
で
は
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
主
体

性
や
考
え
る
力
を
育
む「
妙

高
型
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

◎
ま
た
、保
育
園
か
ら
中
学

校
ま
で
一
貫
し
た
外
国
語
活

動
に
取
り
組
み
、遊
び
や
日

常
の
中
で
英
語
に
親
し
み
な

が
ら
、無
理
な
く
国
際
感
覚

を
身
に
付
け
ら
れ
る
環
境
を

整
え
て
い
ま
す
。

◎
移
住
を
検
討
す
る
子
育
て

世
帯
に
向
け
た
住
ま
い
や
仕

事
の
相
談
、暮
ら
し
体
験
な

ど
の
支
援
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
自
然
、教
育
、人
の
あ
た

た
か
さ
が
そ
ろ
う
妙
高
市

は
、子
ど
も
の
成
長
を
大
切

に
し
た
い
と
願
う
家
族
に
、

そ
っ
と
寄
り
添
う
ま
ち
で

す
。

問
合
せ：こ
ど
も
教
育
課

☎
０
２
５
５-

７
４-

０
０
３
７

◎
五
泉
市
交
流
拠
点
複
合
施

設「
ラ
ポ
ル
テ
五
泉
」に
期
間

限
定
の
花
の
回
廊
が
現
れ
る

の
は
ご
存
じ
で
す
か
？　

五

泉
市
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球

根
、出
荷
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

名
を
つ
ら
ね
て
い
ま
す
。
高

さ
２・４
ｍ
、長
さ
30
ｍ
、約
30

品
種
、２
万
４
千
本
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
皆
さ
ま
を
お
出
迎

え
い
た
し
ま
す
。
来
場
の
皆

さ
ま
は
思
い
思
い
に
回
廊
の

中
を
散
歩
し
た
り
、写
真
を

撮
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◎
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
前
半

（
早
生
種
）と
後
半（
晩
生
種
）

の
入
れ
替
え
制
で
そ
れ
ぞ

れ
、違
う
姿
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー

を
入
れ
替
え
る
際
に
は
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
抜
き
取
っ

て
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
し
、毎
回
多

く
の
愛
好
家
の
方
で
賑
わ
い

ま
す
。

◎
期
間
は
４
月
上
旬
か
ら
５

月
上
旬
の
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
天
候
に
よ
り
前
後
す

る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。）

ぜ
ひ
、「
花
の
ま
ち
」五
泉
に

遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ラ
ポ
ル
テ
五
泉
」

五
泉
市
赤
海
８
６
３
番
地

☎
０
２
５
０-

４
１-

１
６
１
２

下
越
２

新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

◎
Ｊ
Ｒ
白
新
線「
佐
々
木

駅
」、ま
た
は
日
本
海
東
北
自

動
車
道「
聖
籠
新
発
田
Ｉ
Ｃ
」

か
ら
ど
ち
ら
も
車
で
約
10

分
。
弁
天
潟
風
致
公
園
に
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
オ
オ
シ
マ

ザ
ク
ラ
な
ど
、お
よ
そ
１
６

０
本
も
の
桜
が
咲
き
誇
り
ま

す
。

◎
４
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
る

弁
天
潟
観
桜
会
に
は
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
が
出
店
さ
れ
、公
園

で
遊
ぶ
家
族
連
れ
な
ど
で
賑

わ
い
を
み
せ
ま
す
。

◎
一
方
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
る
夜
は
穏
や
か
な
水
面
に

「
逆
さ
桜
」が
映
り
込
み
ま

す
。

◎
別
世
界
へ
迷
い
込
ん
だ
か

の
よ
う
な
美
し
さ
は
格
別
で

す
。
街
の
賑
や
か
さ
か
ら
少

し
離
れ
、静
か
な
夜
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ：聖
籠
町
観
光
協
会

☎
０
２
５
４-

２
７-

２
１
１
１

水
面
が
魅
せ
る
、

静
寂
の
春�

（
聖
籠
町
）

県
央

弥
彦
・
燕
三
条
エ
リ
ア

新
潟
県
加
茂
市
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
の
ご
紹
介

「
と
に
か
く
あ
っ
た
か
い

靴
下 

女
性
用（
22
～
24㎝
）」

ベ
ー
ジ
ュ（
㈱
山
忠
）

�

（
加
茂
市
）

自
然
と
学
び
が
つ
な
が
る

ま
ち
。妙
高
市
で
育
て
る
、

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も

�

（
妙
高
市
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
回
廊

「
ル
デ
フ
ル
」

�

（
五
泉
市
）

聖籠町観光協会
ホームページ

ふるさとチョイス

（ 15 ）



　

地
域
の
祭
り
で
来
訪
を
促

す
案
内
に
添
え
た
り
、
商
店

街
の
催
し
を
知
ら
せ
る
掲
示

物
に
取
り
入
れ
た
り
、
学
校

の
郷
土
学
習
で
地
域
の
魅
力

を
紹
介
す
る
資
料
に
活
用
し

た
り
と
、外
か
ら
人
を
迎
え
、

新
潟
の
良
さ
を
伝
え
る
場
面

で
ロ
ゴ
を
活
か
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
身
近
な
活
動
の
中

で
、
そ
っ
と
ロ
ゴ
を
添
え
る

だ
け
で
も
、
新
潟
ら
し
さ
を

自
然
に
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

　

新
潟
を
愛
す
る
皆
さ
ま
が

そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
の
中
で

ロ
ゴ
を
使
い
、
新
潟
ら
し
さ

を
少
し
ず
つ
共
有
し
て
い
く

こ
と
は
、
地
域
の
つ
な
が
り

や
誇
り
を
育
て
る
力
に
な
り

ま
す
。
大
地
と
雪
に
育
ま
れ

た
新
潟
の
豊
か
さ
を
、
私
た

ち
自
身
の
手
で
、
次
の
世
代

へ
、
そ
し
て
県
外
の
方
々
へ

や
さ
し
く
届
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

�

（
広
報
委
員
：
そ
の
江
）

月
30
日
に
発
表
さ
れ
た
今
年

の
選
抜
大
会
の
出
場
校
に
郷

土
か
ら
、
帝
京
長
岡
高
校
と

日
本
文
理
高
校
の
２
校
が
選

抜
さ
れ
た
こ
と
に
驚
き
と
と

も
に
、大
い
に
喜
ん
で
い
る
。

出
場
は
、
両
校
の
選
手
の
努

力
と
頑
張
り
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
県
の
高
野
連
専
務

理
事
に
よ
る
と
、
県
全
体
の

高
校
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て

き
た
結
果
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
そ
う
で
あ
る
と
嬉
し
い

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
選

手
を
地
域
の
輪
の
中
で
育
成

し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

強
調
し
て
い
る
。
郷
土
の

人
々
の
情
熱
に
期
待
し
た

い
。
な
お
、２
校
の
出
場
は
、

第
83
回
大
会
の
日
本
文
理
高

校
と
21
世
紀
枠
の
佐
渡
高
校

に
次
ぐ
、
15
年
振
り
の
２
回

目
で
あ
る
と
言
う
。

　

選
抜
大
会
で
は
、
両
校
と

も
力
を
合
わ
せ
て
優
勝
を
目

指
し
て
頑
張
り
、
郷
土
に
初

優
勝
旗
を
も
た
ら
し
て
欲
し

い
も
の
で
あ
る
。
郷
土
を
離

れ
て
暮
ら
す
人
も
応
援
を
惜

し
ま
な
い
は
ず
で
あ
る
。

我
々
東
京
新
潟
県
人
会
も
大

声
援
を
送
る
も
の
で
あ
る
。

�

（
広
報
委
員
：
前
田
貞
芳
）

　

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト「
大

地
と
雪
の
恩
恵　

本
当
の
豊

か
さ
は
、
新
潟
（
こ
こ
）
に

あ
る
。」
に
は
、
冬
に
積
も
っ

た
雪
が
や
が
て
川
と
な
り
、

田
や
里
を
潤
し
、
海
へ
と
流

れ
込
む
大
き
な
循
環
の
な
か

で
、
食
や
文
化
、
産
業
が
育

ま
れ
て
き
た
新
潟
の
歩
み

を
、
や
さ
し
く
語
り
か
け
る

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
ロ
ゴ
は
、
県
や
市

町
村
の
広
報
物
や
観
光
イ
ベ

ン
ト
の
掲
示
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
活
用
さ
れ
る
予

定
で
す
。
そ
し
て
、
観
光
振

興
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
で

あ
れ
ば
、
県
へ
の
届
出
を
し

な
く
て
も
使
え
る
場
面
も
あ

り
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
も
利

用
し
や
す
い
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

【ビジュアル例】（ロゴカラー版/縦型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で
の
成
績
も
３
勝
12
敗
と
振

る
わ
な
か
っ
た
。
各
県
か
ら

出
場
す
る
夏
の
甲
子
園
の
成

績
と
合
計
し
て
も
32
勝
76
敗

に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
春
、
夏

を
合
わ
せ
て
も
平
成
21
年
の

第
91
回
大
会
の
日
本
文
理
高

校
の
準
優
勝
が
最
高
で
優
勝

が
な
い
。第
91
回
大
会
で
は
、

日
本
文
理
高
校
が
大
健
闘
し

て
ひ
ど
く
興
奮
し
た
こ
と
を

今
で
も
覚
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

選
抜
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た
だ
け
に
、
１

新
潟
県
、
観
光
ブ
ラ
ン
ド
ロ

ゴ
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　

新
潟
県
で
は
、
令
和
７
年

５
月
28
日
か
ら
６
月
25
日
ま

で
県
民
投
票
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
受
け
て
、
令
和
７
年

７
月
25
日
に
新
し
い
観
光
ブ

ラ
ン
ド
ロ
ゴ
が
誕
生
し
ま
し

た
。
県
内
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
つ
く
り
上
げ
た
ロ
ゴ
は
、

こ
れ
か
ら
新
潟
の
魅
力
を
発

信
す
る
際
の
大
切
な
〝
顔
〟

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ロ
ゴ
に
は
、
新
潟
の

大
地
と
雪
が
育
ん
で
き
た
豊

か
さ
が
丁
寧
に
描
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
二
本
の
糸
が
織

り
重
な
る
よ
う
な
線
の
中
に
、

雪
の
白
さ
、山
の
緑
や
桃
色
、

里
や
田
ん
ぼ
の
黄
金
色
、
川

や
海
の
青
が
織
り
合
わ
さ

れ
、
私
た
ち
が
見
慣
れ
て
き

た
新
潟
の
風
景
が
、
色
と
い

う
形
で
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
活
躍
の
場
と
し
て

関
心
を
集
め
る
も
の
の
ひ
と

つ
に
高
校
野
球
が
あ
る
。
多

く
の
人
が
古
く
か
ら
春
の
選

抜
、
夏
の
甲
子
園
に
関
心
を

持
ち
注
目
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
は
古
く
か
ら
ラ
ジ
オ
と

テ
レ
ビ
で
全
国
中
継
を

続
け
、
多
く
の
人
が
楽

し
ん
で
き
た
。
私
も
そ

の
一
人
で
小
さ
い
と
き

か
ら
関
心
を
持
ち
、
そ

の
時
期
に
な
る
と
、
郷

土
の
高
校
に
声
援
を
お

く
り
な
が
ら
ラ
ジ
オ
と

テ
レ
ビ
で
楽
し
ん
で
き

た
。
残
念
な
が
ら
、
郷

土
の
高
校
は
あ
ま
り
強

く
な
く
悔
し
い
思
い
を

す
る
の
が
、
ほ
と
ん
ど

で
あ
っ
た
。
特
に
春
の

選
抜
大
会
は
、
北
信
越

大
会
の
良
い
成
績
校
が
選
抜

さ
れ
る
た
め
、
甲
子
園
に
出

る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。

　

そ
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
春
の
選
抜
大
会
の

出
場
は
14
回
で
、
福
井
県
と

石
川
県
の
高
校
の
後
塵
を
拝

す
る
こ
と
が
多
く
、
甲
子
園

新
潟
観
光
ブ
ラ
ン
ド

　
 

ロ
ゴ
が
決
定
し
ま
し
た
！

選
抜
高
校
野
球
で
２
校
選
出

新潟県庁を表敬訪問した帝京長岡と日本文理の選手たち

TOPICSTOPICS
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◉
4
月
号
広
告
目
次

　

左
記
の
企
業
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

新
潟
縣
人

二
〇
二
六
年
四
月
号

定
価
三
〇
〇
円 （
送
料
別
）

発
行 

東
京
新
潟
県
人
会

編
集 

東
京
新
潟
県
人
会
広
報
委
員
会

〒
一
一
〇
―
〇
〇
〇
五

東
京
都
台
東
区
上
野
一
―
十
三
―
六

電
話 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
一
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
三
九
番

振
替 

〇
〇
一
六
〇（
四
）六
二
七
二
四

名
義 

東
京
新
潟
県
人
会

印
刷 

㈱D
I Palette

　
　

 �

東
京
都
中
央
区
晴
海
一
―
八
―
十 

晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド 

ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア 

オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
Ｘ
棟
40
階

編

集

後

記

４
月
・
卯
月
・A

pril

先
月
幕
を
閉
じ
た
ミ
ラ
ノ
・
コ

ル
テ
ィ
ナ
五
輪
。
日
本
選
手
団
は

今
大
会
も
多
く
の
メ
ダ
ル
を
手
に

し
、
連
日
の
よ
う
に
胸
を
熱
く
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
ス

ケ
ー
ト
ペ
ア
〝
り
く
り
ゅ
う
〟
の

逆
転
金
メ
ダ
ル
は
、
日
本
中
を
感

動
で
包
ん
だ
瞬
間
で
し
た
。
勝
っ

た
と
き
の
弾
け
る
笑
顔
も
、
敗
れ

た
と
き
の
潔
い
一
礼
も
、
ど
こ
ま

で
も
誇
ら
し
い
姿
。
表
彰
式
で
日

の
丸
が
掲
げ
ら
れ
る
た
び
に
込
み

上
げ
た
思
い
は
、
や
が
て
春
風
に

揺
れ
る
桜
と
と
も
に
街
角
で
目
に

す
る
国
旗
と
重
な
り
、
日
本
人
で

あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す

る
季
節
の
到
来
で
す
。

�

（
広
報
委
員
長 

島
田 

光
明
）

二
幸
産
業
㈱
�
������
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Ｇ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
会
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事
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所
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��

17

ゆ
き
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組
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新
潟
日
報
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㈱
加
賀
田
組
�
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㈱
八
海
山
�
��������
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ホ
テ
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ジ
ュ
ラ
ク
ス
テ
イ
新
潟
���

18

第
四
北
越
銀
行
�
������





18

東
信
用
組
合
�
�������






18

㈱
本
間
組
�
��������







18

㈱
台
一
環
境
�
�������






18

日
成
ラ
イ
フ
㈱
�
������





18

㈱D
I Palette

��������






18

朝
日
酒
造
㈱
��������
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県
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品
川
翔
英
�
�������
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㈱
大
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�
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表
4

事業継承（親族、従業員、外部）・Ｍ＆Ａ・事業再生に関わるご相談、
何なりとどうぞ‼（初回無料です）

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

パソコンでも
スマホでも

会議室の予約はウェブで会議室の予約はウェブで

ＰＣ版は県人会のウェブから

（ 17 ）



創ります。人と自然と文明の共存を。

株式会社 本間組
新潟本社　〒951-8650 新潟市中央区西湊町通三ノ町 3300‐3
 TEL　025‐229‐2511（代表）
東京支店　〒101-0033 東京都千代田区神田岩本町４
 TEL　03‐3256‐0921（代表）
　ホームページアドレス　http://www.honmagumi.co.jp

東京営業部 東京都中央区京橋２－４－１２（第一生命京橋キノテラス６階）

TEL 03(3270)4441

池袋支店 東京都豊島区池袋２－１－６（群馬銀行池袋ビル８階）

TEL 03(3981)8221

e-mail：daiichi-kankyo@mx1.alpha-web.ne.jp
本　社　東京都世田谷区代田 6－6－9－1A　☎03（3468）4114㈹

●　環境ダイイチ　あなたの為に!!

社　長　金　子　秀五郎（燕市出身）

ゴキブリ、ダニ、南京虫、ネズミ
白アリ、樹木害虫、除草作業

衛生害虫駆除請負

（ 18 ）



飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
い
し
く
適
量
を
。

新 潟 県 長 岡 市 朝 日 880 ― 1
T E L . 0 2 5 8 （ 9 2 ） 3 1 8 1



東
京
新
潟
県
人
会　

事
務
局
／
電
話
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
１
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
３
９

新
潟
縣
人
　
　
四
月
号（
第
八
六
〇
号
）

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
印
刷
　
令
和
八
年
四
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

昭
和
三
十
二
年
一
月
十
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
第
二
甲
第
九
号
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